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Python 講習会 Lesson-01 

 

Lesson-01 では、Python をパソコンで利用できるようにするためのイン

ストールについて学習しましょう。 

Python での計算（四則演算）について学習しましょう。 

Python のプログラムを実行してカレンダーを表示できることを学習し

ましょう。 
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１．Python のインストール 

ホームページから最新版をダウンロードしてインストールします。

Python のバージョンはインストール時点の最新版となりますので、

ご注意下さい。 

 

ダウンロードに際して下記のホームページを表示します。 

https://www.python.org/ 

 

Google等で検索する場合には、キーワードに「python」を入力して

下さい。 

検索結果に表示される「Welcome to Python.org」をクリックして下

さい。 
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1.1. Python インストール用ファイルをダウンロードする 

Python のホームページの［Downloads］にマウスをあてます。 

下記の画面のように、使用しているパソコンで利用可能な Python

バージョンのインストール用ファイルをダウンロードすることがで

きます。利用可能な Python のバージョンは更新されますのでご注意

下さい。 

この画面に表示されるボタンをクリックして、インストール用フ

ァイルをダウンロードします。 
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インストール用ファイルのダウンロードが完了すると、下記のよ

うな「ダウンロード」画面が表示されます。「ファイルを開く」をク

リックしましょう。 

※この「ダウンロード」画面は、使用しているパソコンの環境（ブ

ラウザ）によって表示内容が異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードされたインストール用ファイルの内容について検査

が実施された後、Python のインストール画面が表示されます。 

※画面下部に表示されている「Add python.exe to PATH」をチェッ

ク（☑）して下さい。この項目がチェックされていない場合、

Python プログラムが正常に動作できないケースがあります。 

［Install Now］ボタンをクリックしてインストールを開始します。 
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Python のインストールが実施されている状況は、下記の画面（Setup 

Progress）に表示されます。 
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正常に Python のインストールが終了すると、下記の画面（Setup was 

successful）が表示されます。画面の内容を確認後［Close］ボタンを

クリックします。 
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1.2. Python がインストールされた状況を確認しましょう 

(1) PATHの値を確認しましょう 

Windowsスタートボタンをクリックします。 

 

 

 

 

Windowsメニューが表示されたら、「W」にある「Windows シ

ステムツール」をクリッ

クします。その中にある

「コマンド  プロンプ

ト」をクリックします。 
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コマンド プロンプト画面が表示されたら「path」と入力して

Enter キーを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマンド プロンプト画面に Windows が管理しているシステ

ム変数「PATH」の値が表示されます。 

この Pathの値の中に Python関連の記載があることを確認して

下さい。 
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下記の画面では 

「C:¥Users¥Administrator¥AppData¥Local¥Programs¥Python¥Pyt

hon311¥;」 

と表示されている部分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pathとは... 

Windowsなどの OSでは、パソコンの動作に関して「環境

変数」という設定項目があります。その環境変数のひとつの

設定項目に、「Path」があります。 

Path とは、ソフトウェアが配置されている場所までのフ

ォルダ階層の道筋を言います。 

この道筋が設定されていると、どこからでも目的とする

プログラム（Python.exe）を実行することができます。 

もし、Path で道筋が設定されていないと、プログラム

（Python.exe）が配置されている場所（フォルダ）を指定し

てプログラムを実行する必要があります。 
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(2) Python のバージョンを確認しましょう 

コマンド プロンプトを使用して Python のバージョンを確認

しましょう。（コマンド プロンプトの表示手順は、上記(1)を参

照して下さい。） 

 

コマンド プロンプト画面で Python のバージョンを確認する

ための命令（コマンド）を入力します。 

「python -V」と入力して Enter キーを押下します。 

※「-V」は大文字の「V」として下さい。 
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下記のように Python のバージョン情報が表示されることを確

認して下さい。この例では「Python 3.11.1」と表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Python のバージョン情報を確認するコマンドを入力する時に、

「-V」を小文字（「-v」）と入力すると、下記のような画面が表示

されます。 
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このような場合には、「exit()」と入力して、Enterキー押下して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のようなコマンド プロンプト画面に戻ります。 
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1.3. Python 開発環境について 

Python をインストールすると、Python 実行環境と Python 開発環境

を利用することができます。この２つの環境を含めた全体のことを

IDLE（統合開発及び学習環境：Integrated Development and Learning 

Environment）と呼ばれています。 

Python実行環境と Python開発環境について確認しましょう。また、

Python 開発環境で設定しておくと便利な機能について確認しておき

ましょう。 
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(1) Python の実行環境を確認しましょう 

Windows スタートボタンをクリックして表示されるメニュー

画面の「IDLE」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メニューに表示される「IDLE」に続く内容については、イ

ンストールした Python のバージョン等により異なります。 

 

  



Python 講習会 Lesson-01 - Sample.docx 

 15 / 24  
©こどものプログラミング教室 

 

下記のような Python の IDLE画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画面は、Python の実行環境です。 

例えば、「1+2」と入力して Enterキーを押下すると、Python の

命令（コマンド）が実行され、その実行結果が表示されます。今

回の例では「3」と表示されます。 

この「1+2」は Python の正式な命令（コマンド）です。 

Python ではこのように、すぐに Python のコマンドを試すこと

ができます。 
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(2) Python 開発環境で設定しておくと便利な機能について 

Python 実行環境のメニューから「Options」→「Configure IDLE」

を選択してクリックしましょう。 

「Options」 

→オプションを設定・変更します 

「Configure IDLE」 

→IDLEの構成情報を設定・変更します 
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下記のような構成情報設定画面が表示されます。 

「Fonts」タブを利用して、IDLE 全体の文字種類（Font Face）

や文字の大きさ（Size）を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な項目を設定した後、［Apply］ボタンをクリックしましょ

う。 

「Apply」は「適用する」という意味です。 
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「Shell/Ed」タブを利用して、Pythonプログラム開発環境画面

に行番号を表示するように設定します。 

「Editor Preferences」の「Show line numbers in new windows」項

目をチェック（☑）します。この項目を設定した後、［Apply］ボ

タンをクリックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Editor Preferences」 

→プログラム開発環境（Editor）をお好み（Preference）にす

る 

「Show line numbers in new windows」 

→新しくプログラム開発環境（windows）を開いたときに、

行番号を表示する 
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(3) Python の開発環境を確認しましょう 

Python 実行環境のメニューから「File」→「New File」をクリ

ックしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー「File」項目について 

項目 内容 

New File 新しくプログラムファイルを作成する 

Open プログラムファイルを開く 

Open Module モジュールファイルを開く 

Recent Files 最近使用したファイルを表示する 

Module Browser モジュールの内容を表示する 

Path Browser Python に必要なプログラムを表示する 

Save 保存する 

Save As 名前を付けて保存する 

Save Copy As 別の名前を付けて保存する 

Print Window 画面の内容（プログラム）を印刷する 

Close Window 使用中の画面（Window）を閉じる 

Exit IDLE IDLEを終了する 
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下記のような Python プログラム開発環境画面が表示されます。 

画面左端に表示されている数値が行番号です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プログラムを実行する時に何かの原因でエラーが発生する

場合があります。その時に、どこでエラーが発生したかを示

す行番号とエラーとなった理由が表示されます。 

このようにエラーが発生した場合に、プログラムの何行目を

確認すれば良いかを見やすくするために、行番号の表示を指

定しています。 
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2. Python 実行環境でのコマンド入力 

Python 実行環境で下記のコマンド（命令）を入力して、Python を実行

してみましょう。 

 

2.1.四則演算 

Python では四則演算を下記のように実行します。 

 

演算内容 演算子 例 計算結果 

足し算 + 1+2 3 

引き算 - 3-1 2 

掛け算 * 2*3 6 

割り算① / 10/3 3.3333333333333335 

割り算② // 10//3 3 

余り % 10%3 1 

べき乗 ** 2**3 8 

 

なお、文字列の計算もできます。 

ただし、足し算と掛け算のみ可能です。 

 

演算内容 演算子 例 計算結果 

足し算 + "dog"+"cat" 'dogcat' 

掛け算 * "dog"*3 'dogdogdog' 
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2.2.括弧の有無での違い 

Python では計算を実行する時に、括弧がない場合には、掛け算・割り算

を先に実行し、左から右に計算します。 

括弧がある場合には、括弧の中の計算が先に実行され、左から右に計算

します。 

 

計算式 計算結果 

1+3*5-4/2 14 

1+3*(5-4)/2 2.5 
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2.3.カレンダー表示 

Python では色々な便利なプログラムを利用できます。 

例えば、カレンダーを表示するプログラムを利用して指定した年・月の

カレンダーを表示することや、指定した年の 12ヵ月分のカレンダーを表

示することができます。 

 

(1) 年・月を指定して１月分のカレンダーを表示する例 

Python 開発環境で下記の命令を入力して下さい。 

 

import calendar 

print ( calendar.month(2023,1) ) 
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(2) 年を指定して 12 ヵ月分のカレンダーを表示する例 

Python 開発環境で下記の命令を入力して下さい。 

 

import calendar 

print ( calendar.prcal(2023) ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


